
今号では、令和３年度全国及び県学力・学習状況調査で出題された設問を基に、小学校国語における年度末の
チェックポイント例と達成度確認の方法例を紹介します。

岡山県教育庁義務教育課学力向上担当者通信 NO.１７
令和４年２月１８日

Ⓒ岡山県「ももっち」

[ ]は『小学校学習指導要領解説国語編』に示されて
いる内容です。 ※参考資料を次頁に付けています。

チェックポイント例

【知識・技能】
□学年に配当されている漢字を正しく書いたり読んだりする。[(1)漢字] 

□ことわざや慣用句の意味を知り、正しく使っている。[(3)伝統的な言語文化] 

□主語と述語の関係を捉えることができる。 [(1)文や文章]

□修飾と被修飾の関係を捉えることができる。 [(1)文や文章] 

□敬語について理解し、正しく使っている。 [(1)言葉遣い]

登下校の見守りでお世話になった地域の
方にお礼状を書く時に、敬語を使って書く
ようにしようと思います。
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①「お世話になった地域の方にお礼状を書こう」
（生活科、総合的な学習の時間、特別活動等）

②「３年生で、がんばったことを発表しよう」
（生活科、特別活動等）

学年のまとめとして、この１年間で
がんばったことを、スピーチ原稿にま
とめて、クラスのみんなの前で発表す
る活動をしようと思っています。発表
の時には、聞き手に分かりやすい工夫
をさせたいです。

具体的な場面を話すところで、言葉の抑揚や強
弱を意識させることができそうですね。端末を
使って発表の様子を撮影すると、表現の工夫の達
成度が確認ができますね。動画を見ることで、児
童が自分で振り返ることもできますね。

【思考力・判断力・表現力等】
A 話すこと・聞くこと

□相手に伝わるように、話す事柄の順序を考えている。 [イ構成の検討] 

□話し手が伝えたいことの中心を捉えている。 [エ構造と内容の把握]

B 書くこと

□目的や意図に応じて、理由を明確にしながら自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫する。 [ウ考えの形成・記述]

□筋道の通った文になるように、文章全体の構成や展開を考える。

[イ構成の検討]

C 読むこと

□登場人物の気持ちや行動について、叙述をもとに捉えている。

[イ構造と内容の把握]

□目的に応じ、文章と図表を結び付けて必要な情報を見付ける。 [ウ精査・解釈]

□目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約する。 [ウ精査・解釈]

全国３⃣二 「自分の考えを主張する文章を書く」

達成度確認の方法例～他教科等と関連付けた言語活動を通して

敬語の種類や敬体と常体について確認してか
ら、お礼状を書くとイメージが湧くね。

お礼状の目的を児童と確認し、相手と自分
の関係を意識しながら、適切に敬語を使うよ
うにしたいですね。児童のお礼状を読むこと
で、達成度が確認できますね。

「がんばったこと」の具体的な場面を入れて
書くと聞き手に伝わりやすいですね。「話すこ
と・聞くこと」の「情報の収集」や「構成の検
討」に当てはまりますね。

児童の達成度を確認する方法として、プリントや小テスト、問題集等を活用することに加え、国語科
は言語活動を通して、他教科と関連付けながら行う方法も考えられます。活動を行う前には、児童の実
態を踏まえて、ねらいを精選することも大切です。児童の定着が不十分である内容については、次学年
で児童が困らないように、今年度のうちに重点的に取り組み、解消するようにしましょう。

全国３⃣三(2)「自分の考えを主張する文章を書く」

次頁へ

次頁へ



【参考】『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説国語編』
内容の系統表（小・中学校国語科）より （※p.198～p.207）

２〔知識及び技能〕の内容 ３〔思考力、判断力、表現力等〕の内容

「A話すこと・聞くこと」(1)

　言葉の働き

　話し言葉と書き言葉

　漢字

　語彙

　文や文章

　言葉遣い

　表現の技法

　音読、朗読

(2)

　情報と情報との関係

　情報の整理

(3)

　伝統的な言語文化

　言葉の由来や変化

　書写

　読書
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敬語

「C読むこと」

「B書くこと」
敬語は「言葉遣い」に当たります。３、４年生

で「敬体と常体」について学習しているので、６
年生では、系統性を意識して敬語と併せて復習で
きますね。

初めに、「なぜ敬語を使うのか」を、児童に確

認してからお礼状を書くことで、相手や場面に応
じて敬語を使うことが意識できますね。

発表の時にさせたい、「聞き手に分かりやすい
工夫」は、内容の工夫と表現の工夫が考えられま
す。内容の工夫には、話すことの「情報の収集」
や「構成の検討」があります。学習指導要領の解
説に、３、４年生では「事例を挙げながら」とあ
るので、具体的な場面を入れるとよいですね。

表現について、３、４年生では「言葉の抑揚、

強弱、間の取り方などを工夫すること」となって
います。聞き手に分かりやすい工夫を、具体的に
子ども達にイメージさせたいですね。
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 ア　話題の設定

 　　情報の収集

 　　内容の検討

 イ　構成の検討

 　　考えの形成

 ウ　表現

　 　共有

 ア　話題の設定

　 　情報の収集

 エ　構造と内容の把握

　　 精査･解釈

　　 考えの形成

　　 共有

 ア　話題の設定

　　 情報の収集

　　 内容の検討

 オ　話合いの進め方の検討

　 　考えの形成

　　 共有

    ア　題材の設定

　　    情報の収集

　　    内容の検討

    イ　構成の検討

    ウ　考えの形成

　　　記述

    エ　推敲

    オ　共有

※第5･6学年はｳ･ｴ｢考えの形成､記述｣ｵ｢推敲｣ｶ｢共有｣

    エ　精査･解釈(文学的な文章)

    オ　考えの形成

    カ　共有

    ア　構造と内容の把握(説明的な文章)

    イ    構造と内容の把握(文学的な文章)

    ウ　精査･解釈(説明的な文章)

①「お世話になった地域の方にお礼状を書こう」

②「３年生で、がんばったことを発表しよう」
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